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１【内部統制報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成21年６月29日に提出いたしました第98期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）内部統制報告書の記載

事項の一部を訂正するため内部統制報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

 

２【訂正事項】
３　評価結果に関する事項

　

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿を付して表示しております。 

　

　

　３　評価結果に関する事項

（訂正前）

上記の評価の結果、当事業年度末日時点において、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断いたしました。

　

　

（訂正後）

下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高く、重要な欠陥に該当す

ると判断いたしました。したがって、当事業年度末日時点において、当社の財務報告に係る内部統制は有効でないと判断

いたしました。

　

記

　

　　当社の連結子会社である近鉄ビルサービス株式会社において、平成21年11月に元従業員による不正行為（業務上横領）

が行われていたことが判明し、これを受けて当社グループ会社に対し特別内部監査を実施していたところ、平成22年１

月29日に当社の連結子会社である株式会社メディアートにおいて取引実体のない売上の計上や売上計上時期の前倒し

など不適切な経理処理が行われていたことが判明いたしました。

株式会社メディアートにおける不適切な経理処理は、同社前社長の主導により行われたものでありますが、当該処理

が実行され発覚が遅れたのは、同社の全社的な内部統制において、取締役による経営者監視機能ならびに監査役及び内

部監査部門の監査機能が不足していたこと、コンプライアンスの徹底が不充分であったこと、内部通報制度が整備、運用

されていなかったことなど同社の統制環境に不備があり、また同社の全社的な観点による決算・財務報告プロセスの一

部に不備があったことに加え、当社のグループ会社管理体制の一部に不備があったことによるものであります。

なお、これに伴い当社は、過年度の決算を訂正するとともに、平成17年３月期から平成22年３月期第２四半期までの有

価証券報告書、半期報告書、四半期報告書について訂正報告書を提出いたしました。

当社といたしましては、同社に是正措置を講じさせるとともに、再発防止策として、グループ会社の監査及びモニタリ

ングの強化、コンプライアンス教育研修の促進、グループ会社からの内部通報制度の整備、グループ会社の人事ローテー

ションの推進などを実施し、適切な内部統制を整備、運用してまいる方針であります。

　

以　上
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